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「北区障害者計画 2021、第 6 期北区障害福祉計画・第 2 期北区障害児福祉計

画（案）」パブリックコメント実施結果について 

 

１．パブリックコメントの概要 

意見募集期間  令和 2 年 12 月１日（火）～令和 3 年 1 月 8 日（金） 

意見提出者数  ８名（内訳：ホームページ 6 名、郵送 2 名） 

意見総数  26 件 

閲覧場所  障害福祉課、区政資料室、地域振興室、図書館及び北区ホームページ 

 

２．提出された意見の要旨とそれに対する区の考え方は以下のとおり 

 

◆サービス等の充実と質の向上 

No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

1 障害福祉サービスの事業者が信頼でき

るのか不安になったことがありまし

た。判断に必要な情報が不足していて、

信頼できる事業所であることを保証し

てくれるものは何もありません。多く

の場合、サービス提供者は民間事業者

にならざるを得ませんが、その質をど

うやって保証・担保するのか、計画書

には具体的で説得力のある記述は皆無

です。どういう方策を考えているのか、

明らかにして頂きたいと思います。 

1 東京都は福祉サービス第三者評価

を実施し、第三者の目から見た評

価を利用者等に情報提供するとと

もに、事業者のサービスの質の向

上に向けた取組を促すため、ホー

ムページ「とうきょう福祉ナビゲ

ーション」で評価結果を公表して

います。ご意見を踏まえて、事業

「障害福祉サービスの充実」にお

いて、制度の周知について追記す

るとともに、利用者が自ら必要な

事業者を選択できるよう、区は利

用者への情報提供及び制度の普及

に努めてまいります。 

2 コロナ禍の今、障害や疾病により子ど

もがマスクを使えず、公共交通機関を

利用するのが怖いという保護者もいま

す。車を保有しない家庭はタクシーで

通院することもあり、一往復するだけ

で数千円もかかります。福祉タクシー

券を拡充し、行先を医療機関と療育施

設に限定したタクシー券の配布を検討

してはいかがでしょうか。 

1 ご意見について、参考にさせてい

ただきます。福祉タクシー券の拡

充については、他自治体の取組等

の把握に努めるとともに、今後の

検討課題とさせていただきます。 
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No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

3 人材の育成や確保は急務であり、それ

に注力する姿勢は結構なことだと思い

ますが、具体的にどうやって人材の育

成や確保を行うのか言及がありませ

ん。説得力のある具体策を示すべきだ

と考えます。また、区外には障害者福

祉で優れた実績を挙げている NPO 法

人などが多数存在します。こうしたと

ころの助力を得るべきだと考えます。 

1 「福祉人材の確保・定着」を新規

事業に位置付け、基本となる福祉

人材の処遇改善に向けて、国や東

京都に要望を挙げていくことや、

支援策について検討していく旨を

記載しています。国、東京都及び

関係機関との連携に努めるととも

に、具体策の検討に努めてまいり

ます。 

4 障害児の通学のための移動支援は承認

がやや難しいように感じます。また、

承認されたとしても、通学区域外への

利用を想定したものではなく、片道分

しか利用できないという実態がありま

す。特別支援学級は全ての区立学校に

設置されていないので、区域外への通

学も想定されるべきです。支給決定基

準の見直しを希望します。また、上限

額管理の導入の考えはないのでしょう

か？ご検討をお願いします。 

1 区は、障害児の心身の状況やサー

ビス利用意向などを調査し、判定

会議の審査を経て移動支援の支給

決定を行っています。通学に係る

移動支援の利用は原則認めており

ませんが、支援の必要性や家庭環

境等の内容を十分に踏まえ、総合

的に審査を行っており、今後も適

切なサービスの支給決定に努めて

まいります。 

また、移動支援における上限額管

理の導入については、今後の検討

課題とさせていただきます。 

5 「with コロナ」の新しい生活様式にお

いては、血中酸素飽和度計の給付対象

を広げるべきだ。 

1 区では、日常生活用具給付等事業

において、呼吸器機能障害 3 級以

上の方や医師が必要と認める人工

呼吸器使用者等を対象に、動脈血

中酸素飽和度測定器（パルスオキ

シメーター）の購入費用の助成を

行っております。給付対象者の拡

大については、他自治体の動向等

の調査研究に努めてまいります。 

6 福祉タクシーは予約が取りにくいと聞

きます。区が借り上げる福祉タクシー

を 1 台から 2 台に増車することをご検

討ください。 

1 ご意見について、参考にさせてい

ただきます。リフト付福祉タクシ

ーの借上げ台数については、検討

課題とさせていただきます。 
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◆医療的ケア児・者への支援の充実 

No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

7 医療的ケア児を育てています。随所に

医療的ケア児・者への対策が盛り込ま

れており、素晴らしいと思いました。

特に卒後の自立生活と通所について

心配しておりますので、医療的ケアを

要する障害者等を支えるグループホ

ームの整備や、区立生活介護施設で医

療的ケアを伴う支援の実施に向けて

施策がとられることをありがたく受

け止めています。 

1 医療的ケア児・者が身近な地域で

必要な支援を受けられるよう、今

後とも支援体制の充実に努めてま

いります。 

8 看護師のような専門職の人材にも限

りがあります。そこで、施設を整備す

る際には、看護師のみが対応可能な業

務と喀痰吸引研修を受講した介護職

員等が扱える業務を区分し、特定行為

従事者を積極的に活用することが必

要でしょう。 

1 ご意見について、参考にさせてい

ただきます。特定行為従事者の活

用につきましては、今後も研究に

努めてまいります。 

9 人工呼吸器を使用する医療的ケア児・

者にとって、停電は命にかかわりま

す。万が一に備えて蓄電池を購入済み

ですが、経年劣化のため数年に一度買

い替える必要があります。足立区は

10 月より蓄電池などを支給対象にし

ました。北区でも、災害時の電源確保

用に日常生活用具として蓄電池等の

購入補助をしていただけないでしょ

うか。現在、福祉避難所に小型発電機

はありますが、福祉避難所は地震のと

きのみ開設され、台風で停電が生じて

も開設されません。 

2 人工呼吸器使用者における蓄電池

等の必要性は認識しております。

他自治体の動向に注視するととも

に、情報収集・調査研究に努め、方

策を検討してまいります。 

なお、大規模水害が想定される場

合は、浸水の危険の少ないエリア

において福祉避難所の開設を予定

しています。 
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◆障害のある子どもへの支援の充実 

No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

10 車いすの医療的ケア児にとって段差

がある保育園への通園は困難です。居

住地や保護者の勤務地によっても通

園させたい保育園が変わります。特定

の保育園を医療的ケアの実施園とし

て指定するのではなく、医療的ケア児

が通う保育園に看護師を派遣すると

いう形が合理的で、子どもが日常的に

利用している訪問看護師を派遣する

ことが望ましいと考えます。そこで、

訪問看護師を区が雇用し、保育園に派

遣するという形態を提案します。 

1 支援を要する子どもの状態により

必要な保育環境は様々であること

から、障害児の保育ニーズを踏ま

えながら、医療的ケア児の受入れ

に関する保育園の環境整備を図っ

てまいります。 

医療的ケア児の受け入れ実施園に

ついては、各保育園にて保育を行

うための安全なスペースの有無や

必要な保育士・看護師の確保等も

併せて効果的な運用方法を検討し

てまいります。 

11 北区立小学校の同学年に知的障害者

がいました。特別支援学級に通うよう

な状態の方だったのですが、親が希望

し、特例として一般学級への通学が認

められたと知りました。しかし、長い

目で見て本人のためになったのか疑

問です。子どものときに障害に合わせ

た適切な教育を受けていれば、おそら

くもっと良い人生を送れていたので

はないかと思います。入学時の選択に

問題があったと言えばそれまでです

が、そういう選択をしても不思議で無

いほど、当時の障害者向けの教育は劣

るものでした。では現在はどうなの

か、教育も含めて、北区の障害者に対

する各種施策は、住民が忌避してしま

うようなものではないと断言できる

のか、この計画書では、そうしたこと

について知ることができず、大きな不

安が残ります。 

1 本計画は「一人ひとりを大切にし、

ともに生きる地域社会をめざし

て」を基本理念として掲げ、障害

のある方が自ら選び、決め、行動

する権利を最大限に尊重するとと

もに、必要な支援を受けながら、

教育、就労、その他社会のあらゆ

る活動に参加し、人としての尊厳

をもって生き生きと暮らしていく

ことができる地域社会の実現を目

指していくとしています。区民の

多様なニーズを踏まえて、各種の

障害者施策を推進してまいりま

す。 
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No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

12 北区では身体障害があると、健常児と

同じ学童クラブは利用できません。他

区では利用できる区が増えています。

身体障害があれば、施設のハード面や

人員が必要となりますので、すぐに対

応できないことは理解しています。し

かし、北区は学童待機児童ゼロをうた

っています。私の子どもは入れていま

せん。インクルーシブ教育が進む中

で、学童クラブが利用できないという

ことは「障害児を育てる家庭は働けな

い」と区は認めているということでし

ょうか。柔軟な対応ができるよう新た

な取り組みをしていただきたいです。 

1 学童クラブは放課後帰宅しても保

護者の方が就労等のため留守にな

る家庭、または疾病等により昼間

家庭で適切な保護ができない家庭

の児童に、遊びと生活の場を提供

することにより児童の健全な育成

を図ることを目的とした事業で

す。障害のある児童（特別支援学

級（固定学級）に在籍している児

童）の利用にあたっては、審査基

準の指数加算や専門相談員の派遣

などにより可能な限り受入れを行

っています。 

しかしながら、施設のハード面の

課題、登下校や集団生活が可能か

などにより、子どもたちの安全・

安心のため、個別ケースに応じて

保護者の方にも様々な面でご協力

をいただいているところです。 

放課後等デイサービスの整備を含

め、子どもが安全に安心して放課

後の時間を過ごせるよう環境整備

に努めてまいります。 

13 重症心身障害児を受け入れる放課後

等デイサービスは施設が少なく、週の

半分は利用ができていません。保護者

は就労していますので、有給休暇を利

用してお迎えをせざるを得ない現状

です。放課後等デイサービスの拡充に

取り組んでいただいているのは理解

していますが、区から業者への補助を

充実するようお願いいたします。 

1 区では、北区障害児福祉計画に基

づき、重症心身障害児を支援する

施設を立ち上げる事業者に対して

開設準備経費を補助することによ

り、障害児支援の提供体制の整備

を進めています。引き続き放課後

等デイサービス事業所の整備誘導

に努めてまいります。 
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No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

14 学童クラブの代わりに放課後等デイ

サービスを利用していますが、自己負

担がひと月約 5 万円かかっています。

一般家庭の我が家にはぎりぎりで、仕

事を辞めるしかないような状態です。

どうにか学童児の放課後等デイサー

ビスの自己負担を減らす制度の検討

をお願いします。普通の子が学童に通

うように通わせたいだけなのです。 

1 ご意見について、参考にさせてい

ただきます。放課後等デイサービ

スに係る利用者負担の軽減策につ

いては、他自治体の取組状況の把

握に努め、今後の検討課題とさせ

ていただきます。 

 

◆就労支援の充実 

No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

15 障害者の就労分野で重い位置を占め

ている厚生労働省所管の独立行政法

人高齢・障害・求職者雇用支援機構

（JEED）について触れていないのが

気になりました。障害者の就労に注力

すると言うのなら、JEED の支援は必

要不可欠だと思いますが、必要ないと

いうことなのでしようか。 

1 区では、障害者の就労支援のため

に、就労支援センター北やハロー

ワークをはじめ関係機関との連携

に努めております。JEED の必要

性も認識しておりますが、計画で

はより身近な地域の関係機関を記

載しています。 

 

◆居住の場の整備 

No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

16 親亡き後、障害者が自分の力で生活で

きる居住の場を選べるようにしたい。

それが、グループホームなのか、老人

ホームのようなものなのかは、同じ障

害のある人が集まった方がコミュニ

ケーションを取りやすい聴覚障害者、

医療的ケアが必要な障害者、精神障害

者など、障害の特性によってそれぞれ

違うと思う。また、地域に住み続ける

人が外に繋がりやすく、多くの人が関

わって、町全体で見守っていけるよう

な仕組みを作りたい。 

1 区では、住み慣れた地域で親亡き

後の生活支援体制を確保するた

め、北区基本計画 2020 及び北区

障害者計画等に基づき、障害者グ

ループホームの整備を進めるな

ど、障害者の地域での自立生活や

障害者と地域の相互交流を推進し

ています。今後とも地域共生社会

の実現を目指し、障害者の居住の

場の整備に努めてまいります。 
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◆意思疎通支援の充実 

No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

17 区が実施するすべての講演会等に手

話通訳を付ける、また、手話通訳を付

けることができるということを、広報

の時点で明らかにし、電話だけでな

く、FAX やメールでも受付できるよう

に徹底して欲しい。 

1 関係各課と連携して、広報におけ

る聴覚障害者への配慮に努めてま

いります。 

18 手話講習会に参加しただけで終わっ

てしまい、残念ながら技術を役立てら

れないことが多いと思います。これで

は聴覚障害者の意思疎通支援にはな

りません。もっとイベントや日常の中

に手話通訳者や手話ができる人を配

置して、生活の中の当たり前に変えて

いく方向を目指せたらいいと思いま

す。 

1 区は、手話講習会を実施し、手話

通訳者やボランティアの育成に努

めるとともに、区が実施する講演

会等に手話通訳者を派遣し、円滑

な意思疎通の支援を図っていま

す。今後も、障害者の意思疎通の

支援を行う者の養成や環境整備等

の施策の推進に努めてまいりま

す。 

19 「東京都北区手話言語の確立及び障

害の特性に応じた意思疎通の支援に

関する条例」を区民へアピールするた

めの具体的な企画を、当事者団体・関

係団体と共に考え、実行していただき

たい。 

1 当事者団体・関係団体と連携し、

条例の普及啓発を図ってまいりま

す。 

20 遠隔手話通訳サービスが使えない時

に、感染症等から手話通訳者を守る方

法を一緒に考えて欲しい。 

1 感染防止対策として、手話通訳者

へマスクやフェイスシールドなど

の配付を行っております。今後と

も、関係団体と連携し、聴覚障害

者の意思疎通の手段を確保できる

よう方策を検討してまいります。 
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◆その他（計画全般に関すること） 

No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

21 財源には限りがありますので、支援は

メリハリをつけて配分することを提

案します。経済的支援には所得制限を

設けるのです。所得制限を設けるか否

かは、支援策がすべての障害児・者に

必ず保障されるべきものかどうかで

判断するのはいかがでしょう。命と健

康に係ることであれば所得制限は設

けないのです。 

1 所得制限のあり方については、各

事業の目的や効果、財源等を十分

考慮した上で、検討してまいりま

す。 

22 一言で言って読みにくいです。分量が

多いことが第一にありますが、区内の

障害者の状況やアンケート結果など

で 32 ページ目までが占められてい

て、計画の具体的な記述は 34 ページ

目からとなっています。しかも、現実

の事柄に言及しているのは 48 ページ

目からで、凄く読みにくい構成だと言

わざるを得ません。現実を論ずること

に力点を置くべきではないでしょう

か。まず、計画書の冒頭に要点を簡潔

に列挙したレジュメを掲げ、本文につ

いても計画の具体的な記述をもっと

簡潔におこなうべきではないかと思

います。 

1 本計画では計画策定の背景、区の

現状やアンケート結果を紹介した

後に、第３章で計画の基本理念と

それを具体化するための基本目標

を設定するとともに、第４章で各

施策を分野ごとに整理した上で、

方向性等の要旨と各種事業の概要

を記しています。ご意見について

は参考にさせていただきます。 
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No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

23 いわゆる自前主義が非常に強いよう

に感じられました。北区は極力、北区

内でなんとかしようとしているので

はと感じられました。NPO 法人地域

精神保健福祉機構（通称、COMHBO）

は「リカバリー全国フォーラム」とい

うイベントを開催しています。イベン

トでは、精神障害者を対象とした福祉

などの取組をしている人々が集まり、

取組の発表や意見交換を行っていま

す。私は 2018 年以来毎年参加して

いますが、これまで北区の職員や区内

で活動されている人に出会ったこと

はありません。外部の取組に学ぶべき

ものは多々あるように思えました。 

1 ご意見について、参考にさせてい

ただきます。区では、区の内外を

問わず関係機関及び団体との連携

に努めております。今後とも関係

機関及び団体の取組状況につい

て、情報収集・調査研究に努めて

まいります。 

24 基本目標の 1 つである「住み慣れた地

域で安心して暮らすために」を実現す

るために、閉鎖型喫煙所以外のすべて

の公共の場所での喫煙を禁止するべ

きである。現状では、区内のいたると

ころで路上喫煙などの迷惑喫煙がな

されているが、区は具体的な対策をと

っていない。これでは、「安全・安心な

暮らしの確保」を達成することはでき

ない。また、喫煙者がいる場所で「文

化芸術・スポーツ・余暇活動の推進」

を行うことは不可能である。 

1 ご意見をいただきました喫煙所及

び喫煙行為等については、喫煙所

の整備及び路上巡回等、関係法令

及び区の条例の周知・啓発の強化

に関係各課が努めているところで

す。 

今後も引き続き関係法令及び区の

条例に基づき関係各課で周知・啓

発を行いながら、安全で安心な暮

らしの確保に努めてまいります。 
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No. 意見の要旨 件数 区の考え方 

25 障害者に対する行政の姿勢・態度に、

少なからぬ問題があると感じていま

す。私はサービスを受けるために必要

な手続きのため、障害相談係を訪問し

て職員と面談をしていますが、ほとん

ど同じ内容で健康支援センターの保

健師とも同程度の時間面談をします。

どうして一回にまとめられないのか

疑問です。また、別の部署であるので、

別々に電話で予約を入れなければな

りません。障害福祉サービス受給者証

の交付まで面談から 1 ヶ月程度掛か

ることも疑問であり、不満です。過去

には交付が遅れたばかりに、サービス

の提供が 1 ヶ月遅れるということも

ありました。計画書に描かれた状況と

現実との間に大きな隔たりが感じら

れ、その隔たりをどのように克服する

のかが明確に示されていないので、と

ても納得できるものではありません。 

1 関係各課と連携して、必要なサー

ビスが円滑に受けられるよう改善

に努めてまいります。 

 


